
最近の水質基準項目等の検出状況について 

 
現在の水質基準項目及び水質管理目標設定項目は、平成 15 年 4 月の厚生科学審議会答申「水

質基準の見直し等について（答申）」に基づいて設定されたものであり、浄水中の検出状況から物

質毎のリスクレベルの評価結果等を踏まえ、水質基準項目と水質管理目標設定項目に分類されて

いる。 
ここでは、第 8 回厚生科学審議会生活環境水道部会（平成 22 年 2 月 2 日）で了承された「水

質基準項目と水質管理目標設定項目の分類に関する考え方」に従って、分類の見直しを検討した。 
 
1．水質基準等の超過状況 

水質基準項目及び水質管理目標設定項目について、水道統計水質編の過去 5 年分（平成 22
年度版～平成 26 年度版）の水質検査結果（浄水（給水栓水））を対象として、以下に掲げる

2 つの観点から 100%値（基準値又は目標値）、50%値、10%値それぞれの超過傾向を整理し

た結果を表 1 及び表 2 に示す。 

① 直近 5 ヶ年の超過状況 
○：直近 3 ヶ年以上継続で超過地点数が 1 地点以上 
△：直近 3 ヶ年で、継続ではないが、3 ヶ年のいずれかで超過地点数が 1 地点以上 
※：直近 3 ヶ年では超過地点数はないが、4～5 年前に超過地点数が 1 地点以上 
－：5 ヶ年継続で超過地点数が 0 地点 

② 対 10%値に対する直近 1 年の超過割合 
0% ·············· 0%（超過地点数が 1 地点もない） 
0-0.1% ········· 0%超、0.1%以下 
0.1-1% ········· 0.1%超、1%以下 
1-10% ·········· 1%超、10%以下 
10-100% ······ 10%超、100%以下 
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表 1 水道水質基準項目・水質管理目標設定項目（農薬類を除く）の超過状況 
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5ヶ年経年の超過状況
※4 水道水質基準項目 水質管理目標設定項目

対基準値
対目標値

対50%値 対10%値
基準項目の

見直し対象とする項目
基準項目に据え置くべきか

確認すべき項目

基準項目に

据え置くべき対象項目
※1

水質管理目標設定項目の

見直し対象とする項目
※2

水質管理目標設定項目に

据え置くべき対象項目
※3

ジクロロ酢酸 総トリハロメタン 塩素酸 残留塩素
トリクロロ酢酸 ブロモジクロロメタン アルミニウム及びその化合物 遊離炭酸

ジェオスミン 有機物等（過マンガン酸カリウム消費量）

色度 臭気強度（TON）
アルミニウム及びその化合物

一般細菌 マンガン
鉄及びその化合物 濁度
2-メチルイソボルネオール 従属栄養細菌
濁度

3 0.1-1%
クロロホルム 硝酸態窒素及び亜硝酸態窒素

フッ素及びその化合物
カルシウム、マグネシウム(硬度)

ホウ素及びその化合物 ジブロモクロロメタン 亜硝酸態窒素 ウラン及びその化合物
臭素酸 鉛及びその化合物

ヒ素及びその化合物
マンガン及びその化合物

6 0.1-1% ニッケル及びその化合物
塩化物イオン
蒸発残留物

8 0.1-1% トリクロロエチレン
有機物(全有機炭素(TOC)の量) ジクロロアセトニトリル

抱水クロラール
非イオン界面活性剤 ブロモホルム ナトリウム及びその化合物

クロロ酢酸 テトラクロロエチレン

四塩化炭素 カドミウム及びその化合物 水銀及びその化合物

13 △ △ ○ 1-10%
14 ※ ※ ○ 0.1-1% ↑分類要件2　Yes
15 1-10% フタル酸ジ（2-エチルヘキシル） ↓分類要件2　No

ホルムアルデヒド 銅及びその化合物
セレン及びその化合物 シアン化物及び塩化シアン
亜鉛及びその化合物

1,4-ジオキサン
cis-1,2-ジクロロエチレン及びトランス

－1,2－ジクロロエチレン

18 － ※ ○ 0-0.1% ジクロロメタン

19 1-10%
20 0.1-1% アンチモン及びその化合物
21 0-0.1%
22 0.1-1% メチル－t－ブチルエーテル（MTBE） ↓分類要件1　No

ベンゼン
陰イオン界面活性剤

フェノール類
24 － ※ △ 0.1-1% 亜塩素酸
25 ※ ※ 0% 1,1-ジクロロエチレン

0-0.1% 1,1,1-トリクロロエタン
0% 六価クロム化合物 1,2-ジクロロエタン

27 － － ※ 0% 二酸化塩素
28 － － － 0% トルエン

凡例 ○ ： 直近3ヶ年以上継続で超過地点数が1地点以上                                                         △ ： 直近3ヶ年で、継続ではないが、3ヵ年のいずれかで超過地点数が1地点以上
※ ： 直近3ヶ年では超過地点数はないが、4～5年前に超過地点数が1地点以上                   － ： 5ヶ年継続で超過地点数が0地点

※1：大腸菌（基準値：不検出）、pH値（基準値：5.8～8.6）、味（基準値：異常でないこと）、臭気（基準値：異常でないこと）を除く。
※2：農薬類を除く。
※3：カルシウム、マグネシウム等（硬度）（目標値：10～100）、蒸発残留物（目標値：30～200）、pH値（目標値：7.5程度）、腐食性（ランゲリア指数）（目標値：-1～0）を除く。
※4：現行の基準値又は目標値を用いて検討。

5 1-10%

－ ○ ○
10 1-10%

7
※ ○

ﾘｽｸ

順位

対10%値の

直近の
超過割合

1

○ ○ ○

10-100%

2 1-10%

4

△ ○ ○

10-100%

－ △ ○16 0.1-1%

○
10-100%

－ － ○

0.1-1%11

26 － － △

△
0%

9 10-100%

23
－ △

12 0-0.1%

0-0.1%17



 

表 2 農薬類の超過状況 
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5ヶ年経年の超過状況
※1 水質管理目標設定項目

対基準値
対目標値

対50%値 対10%値

1 10-100%
2 1-10%
3 0.1-1%
4 10-100%
5 1-10%
6 0.1-1%
7 ※ ○ ○ 1-10%
8 10-100%
9 1-10%
10 0.1-1%
11 1-10%
12 0.1-1%
13 ※ △ ○ 1-10% ↑分類要件2　Yes
14 0.1-1% ↓分類要件2　No  
15 0-0.1%
16 － ※ ○ 1-10%
17 1-10% ジクワット

0.1-1% アセフェート
18 0% ↑分類要件1　Yes
19 1-10% ↓分類要件1　No  

0.1-1% グルホシネート クロルニトロフェン(CNP) ダゾメット

20 0% イミノクタジン
21 1-10% メタム（カーバム）

0.1-1%
22 0-0.1% ジチアノン パラコート フェンチオン(MPP)
23 0% トリクロルホン(DEP) フィプロニル

24 － － ※ 0% ダラポン
1,3-ジクロロプロペン(D-D) カフェンストロール ジメピペレート フェントラザミド メコプロップ(MCPP)
2,4-ジクロロフェノキシ酢酸(2,4-D) カルタップ ダイアジノン フサライド メソミル
EPN カルバリル(NAC) ダイムロン ブタクロール メタラキシル

ＭＣＰＡ カルプロパミド チアジニル ブタミホス メチダチオン(DMTP)

アシュラム カルボフラン(カルボスルファン代謝物) チウラム ブプロフェジン メチルダイムロン
アトラジン キノクラミン（ＡＣＮ） チオジカルブ フルアジナム メトミノストロビン

アニロホス キャプタン チオファネートメチル プレチラクロール メトリブジン
アミトラズ クミルロン チオベンカルブ プロシミドン メフェナセット

アラクロール グリホサート テルブカルブ(MBPMC) プロチオホス メプロニル
イソキサチオン クロメプロップ トリクロピル プロピコナゾール モリネート

イソフェンホス クロルピリホス トリシクラゾール プロピザミド ジチオカルバメート系農薬
イソプロカルブ(MIPC) クロロタロニル(TPN) トリフルラリン プロベナゾール

イソプロチオラン(IPT) シアナジン ナプロパミド ブロモブチド
イプロベンホス(IBP) シアノホス（ＣＹＡＰ） ピペロホス ベノミル

インダノファン ジウロン(DCMU) ピラクロニル ペンシクロン
エスプロカルブ ジクロベニル(DBN) ピラゾキシフェン ベンゾビシクロン
エディフェンホス(ｴｼﾞﾌｪﾝﾎｽ, EDDP) ジクロルボス(DDVP) ピラゾリネート（ピラゾレート） ベンゾフェナップ
エトフェンプロックス エチルチオメトン ピリダフェンチオン ベンタゾン
エトリジアゾール(エクロメゾール) ジチオピル ピリブチカルブ ペンディメタリン
ｴﾝﾄﾞｽﾙﾌｧﾝ(ﾍﾞﾝｿﾞｴﾋﾟﾝ,ｴﾝﾄﾞｽﾙﾌｪｰﾄ ) シハロホップブチル ピロキロン ベンフラカルブ

オキサジクロメホン シマジン(CAT) フェニトロチオン(MEP) ベンフルラリン(ベスロジン)
オキシン銅 ジメタメトリン フェノブカルブ(BPMC) ベンフレセート

オリサストロビン ジメトエート フェリムゾン ホスチアゼート
カズサホス シメトリン フェントエート(PAP) マラソン (マラチオン)

凡例 ○ ： 直近3ヶ年以上継続で超過地点数が1地点以上                                                    　　△ ： 直近3ヶ年で、継続ではないが、3ヵ年のいずれかで超過地点数が1地点以上
※ ： 直近3ヶ年では超過地点数はないが、4～5年前に超過地点数が1地点以上　　　　　　　　－ ： 5ヶ年継続で超過地点数が0地点

※1：平成27年4月1日時点の目標値で評価している。
農薬類（要検討農薬類、その他農薬類）については、平成26年度のデータにおいて目標値の10%値を超過したものはなかった。

水質管理目標設定項目の見直し対象とする項目

△

－

－

△

0%－－

対10%値の

直近の
超過割合

○△

○○

○ ○

△

－

25

－ － △

－

ﾘｽｸ

順位

○ ○○

－

－ ○

○△

△



 

2．分類結果 
１）分類要件 

整理した超過状況に対し、表3に示した分類要件を適用して分類した。過去5年間に基準

値又は目標値が変更になった項目については、現行の基準値又は目標値により集計を行った。 

 
表 3 水質基準項目及び水質管理目標設定項目の分類要件 

  
分類要件 1 YES 分類要件 1 NO 

分類要件 2 YES 分類要件 2 NO 

見直し時点で水質 
基準項目 

水質基準項目 水質基準項目 
水質管理目標 
設定項目 

見直し時点で水質 
管理目標設定項目 

水質基準項目 
水質管理目標 

設定項目 

水質管理目標 
設定項目 

 
分類要件 1：最近 3 ヶ年継続で評価値の 10%超過地点が 1 地点以上存在 
分類要件 2：最近 3 ヶ年継続で評価値の 50%超過地点が 1 地点以上存在 

又は最近 5 ヶ年の間に評価値超過地点が 1 地点以上存在 
 

ただし、個々の項目の水質基準項目及び水質管理目標設定項目への分類については、当該

項目の浄水における検出状況に加え、環境汚染状況の推移や生成メカニズム、浄水処理にお

ける除去性等を総合的に評価して判断すべきであり、分類要件のみによってあてはめるべき

ものではない。 
 

２）集計結果 

集計の結果、「ベンゼン」「陰イオン界面活性剤」「フェノール類」及び「ニッケル及びそ

の化合物」が分類変更を検討すべき項目に該当した（表 4）、（表 5）。 
 

水質基準項目である「ベンゼン」については、「分類要件 1（最近 3 ヶ年継続で評価値の

10%超過地点が 1 地点以上存在） NO」に該当するが、平成 24 年度に 10%超過地点、平成

25 年度に 10%超過地点及び 50％超過地点が確認されており、検出されない状況が継続する

かどうか不明なため、引き続き水質基準に据え置いて管理していくことが望ましいと考える。 
 
水質基準項目である「陰イオン界面活性剤」については、「分類要件 1（最近 3 ヶ年継続で

評価値の 10%超過地点が 1 地点以上存在） NO」に該当するが、平成 24 年度に 50％超過

地点が確認されており、検出されない状況が継続するかどうか不明なため、引き続き水質基

準に据え置いて管理していくことが望ましいと考える。 
 

水質基準項目である「フェノール類」については、「分類要件 1（最近 3 ヶ年継続で評価値

の 10%超過地点が 1 地点以上存在） NO」に該当するが、水道法第 4 条に例示されている
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物質であり、また、平成 24 年度に 10%超過地点及び 50％超過地点、平成 25 年度に 50％超

過地点が確認されており、検出されない状況が継続するかどうか不明なため、引き続き水質

基準に据え置いて管理していくことが望ましいと考える。 
 

水質管理目標設定項目である「ニッケル及びその化合物」については、平成 27 年度の検

討において、３ヶ年（平成 23 年度～25 年度）継続で目標値の 50%超過地点が１地点以上存

在し、かつ平成 25 年度には目標値超過地点も１地点確認される「分類要件 2 YES」であ

り、水質基準に分類するか検討すべき項目に該当している状況と判断された。 
一方で、目標値の再検討が必要であること、給水装置からのニッケルの浸出に対する対応

が困難であるという課題があるため、水道原水及び浄水におけるニッケルの存在状況、環境

汚染状況の推移、水道用資機材等を含めた水道における制御方法等についての調査検討を引

き続き行い、「ニッケル及びその化合物」を水質基準に分類するかどうかについての検討を

継続することとされた。 
このうち、目標値の再検討については、ニッケルの飲料水あるいは食品からの摂取量とア

レルギー等の健康影響が生じる量との相関性を示す公表文献情報等について調査を行った

が、特に新たな知見は得られなかった。一方、食品経由によるニッケル摂取量は単純に加算

した場合に TDI を上回っており、これまでの定法に従い飲料水の評価値を設定することが困

難であることに加え、TDI の設定根拠となった空腹時の飲水投与試験における胃の飲料水由

来のニッケルの吸収率は食物からの吸収率の 10～40 倍であるという報告もあることから、

飲料水の評価値の設定方法については引き続き検討を行う必要がある。 
また、平成 23 年度～26 年度に浄水においてニッケルが検出された地点における状況等は、

以下のとおりである。 
 平成 23 年度に目標値 50％超過となった１地点では、それ以降、最新の平成 26 年度

の状況を含めて、超過は確認されていない。 
 平成 24 年度～平成 26 年度に目標値 50％超過となった地点は同一のものであるが、

平成 27 年度に当該水源は廃止されている。 
 平成 25 年度に目標値を超過した１地点については、当該水道事業者とニッケルの存

在や検出の状況について情報交換を行った結果、高濃度のニッケルが検出された日に

同一の採水地点で採水した別試料では、ニッケルが低濃度（0.002mg/L）であったこ

とが判明した。目標値を超過した試料については、給水栓の材質にニッケルが含まれ

るため採水時に微細な破片等が混入した可能性が考えられるが、原因の特定はできな

かったとのことであった。一方で、取水地点の上流にある事業者が排出抑制対策の実

施を検討中とのことである。 
以上を踏まえ、「ニッケル及びその化合物」については、引き続き水質管理目標設定項目

に据え置くこととし、浄水中の検出状況等を注視していくことが望ましいと考える。 
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表 4 分類要件に基づく水質基準項目及び水質管理目標設定項目の分類結果 
 

　NO

YES NO

水質基準項目 水質基準項目 水質管理目標設定項目
ジクロロ酢酸 ホルムアルデヒド
トリクロロ酢酸 セレン及びその化合物
ホウ素及びその化合物 亜鉛及びその化合物
非イオン界面活性剤 1,4-ジオキサン
クロロ酢酸 cis-1,2-ジクロロエチレン及びトランス－1,2－ジクロロエチレン

四塩化炭素 ジクロロメタン

水質基準項目 水質管理目標設定項目 水質管理目標設定項目
アンチモン及びその化合物 メチル－t－ブチルエーテル（MTBE）
フタル酸ジ（2-エチルヘキシル） 亜塩素酸

1,1-ジクロロエチレン
1,1,1-トリクロロエタン
1,2-ジクロロエタン
二酸化塩素
トルエン

見直し時点で
水質基準項目

ベンゼン

陰イオン界面活性剤

フェノール類

見直し時点で
水質管理目標
設定項目

ニッケル及びその化合物

分類要件1
最近3ヶ年継続で評価値の10%超過地点が1地点以上存在

YES

分類要件2
最近3ヶ年継続で評価値の50%超過地点が1地点以上存在
又は最近5ヶ年の間に評価値超過地点が1地点以上存在
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表 5 分類要件に基づく農薬類（対象農薬リスト掲載農薬類）の分類結果 
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YES NO

水質基準項目 水質管理目標設定項目
ジクワット 1,3-ジクロロプロペン(D-D) シアナジン フェリムゾン
アセフェート 2,4-ジクロロフェノキシ酢酸(2,4-D) シアノホス（ＣＹＡＰ） フェンチオン(MPP)

EPN ジウロン(DCMU) フェントエート(PAP)
ＭＣＰＡ ジクロベニル(DBN) フェントラザミド
アシュラム ジクロルボス(DDVP) フサライド
アトラジン ジチアノン ブタクロール
アニロホス ジチオピル ブタミホス
アミトラズ シハロホップブチル ブプロフェジン
アラクロール シマジン(CAT) フルアジナム
イソキサチオン ジメタメトリン プレチラクロール
イソフェンホス ジメトエート プロシミドン
イソプロカルブ(MIPC) シメトリン プロチオホス
イソプロチオラン(IPT) ジメピペレート プロピコナゾール
イプロベンホス(IBP) ダイアジノン プロピザミド
インダノファン ダイムロン プロベナゾール
エスプロカルブ ダゾメット ブロモブチド
エチルチオメトン ダラポン ベノミル
エディフェンホス(ｴｼﾞﾌｪﾝﾎｽ, EDDP) チアジニル ペンシクロン
エトフェンプロックス チウラム ベンゾビシクロン
エトリジアゾール(エクロメゾール) チオジカルブ ベンゾフェナップ
ｴﾝﾄﾞｽﾙﾌｧﾝ(ﾍﾞﾝｿﾞｴﾋﾟﾝ,ｴﾝﾄﾞｽﾙﾌｪｰﾄ ) チオファネートメチル ベンタゾン
オキサジクロメホン チオベンカルブ ペンディメタリン
オキシン銅 テルブカルブ(MBPMC) ベンフラカルブ
オリサストロビン トリクロピル ベンフルラリン(ベスロジン)
カズサホス トリクロルホン(DEP) ベンフレセート
カフェンストロール トリシクラゾール ホスチアゼート
カルタップ トリフルラリン マラソン (マラチオン)
カルバリル(NAC) ナプロパミド メコプロップ(MCPP)
カルプロパミド パラコート メソミル
カルボフラン(カルボスルファン代謝物) ピペロホス メタム（カーバム）
キノクラミン（ＡＣＮ） ピラクロニル メタラキシル
キャプタン ピラゾキシフェン メチダチオン(DMTP)
クミルロン ピラゾリネート（ピラゾレート） メチルダイムロン
グリホサート ピリダフェンチオン メトミノストロビン
グルホシネート ピリブチカルブ メトリブジン
クロメプロップ ピロキロン メフェナセット
クロルニトロフェン(CNP) フィプロニル メプロニル
クロルピリホス フェニトロチオン(MEP) モリネート
クロロタロニル(TPN) フェノブカルブ(BPMC) イミノクタジン

ジチオカルバメート系農薬

分類要件1
最近3ヶ年継続で評価値の10%超過地点が1地点以上存在

Ｎ0

水質管理目標設定項目

見直し時点
で水質管理
目標設定項
目

YES

分類要件2
最近3ヶ年継続で評価値の50%超過地点が1地点以上存在
又は最近5ヶ年の間に評価値超過地点が1地点以上存在



 

（参考１）水質基準項目及び水質管理目標設定項目の分類に関する考え方 
 

第 8 回厚生科学審議会生活環境水道部会（平成 22 年 2 月 2 日）「資料４ 水質基準項目

及び水質管理目標設定項目の分類の見直しについて」における、水質基準項目と水質管理

目標設定項目の分類に関する考え方を以下に示す。 
 

1）定期見直しの進め方 
化学物質はその使用状況等に応じて水道水から検出される濃度・頻度が変化していく

ものであり、水質検査結果に基づき、その時点で比較的高濃度かつ高頻度で検出される

物質を水質基準項目とするよう、計画的に見直しを行うべきである。定期見直しの具体

的な方法については、以下のとおりとする。 

（1）定期見直しの対象物質 
すべての水質基準項目及び水質管理目標設定項目を、水質検査結果に基づく定期見

直しの対象とするのではなく、以下の考え方に基づいて基準項目等に据え置くべき項

目以外の項目を選定する。 

① 水質基準項目等に据え置くべき項目を整理------表 6、表 7 
② 基準項目に据え置くべきか専門家の議論も踏まえて確認すべき物質------表 8 

この結果、基準項目及び管理目標設定項目の分類の見直しの検討対象とする項目は

表 9 のとおりとなる。 

（2）定期見直しの検討に使用する水質検査結果 
検査年度による水質検査結果のばらつき等を考慮すると、直近の単年度のみではな

く、中長期的な検査結果に基づいて分類見直しの検討を行うべきと考えられる。具体

的には水質検査結果の保存義務年限である過去 5 年分の検査結果に基づいて計画的に

見直すこととする。 
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表 6 水質基準項目に据え置くべき対象物質の考え方 
据え置くべきとする理由 項目名 

水道法第 4 条に例示されている項目 水銀、フェノール、味、 
臭気等 11 項目 

環境中に広く存在し、少なくない数の水道事業者において、

当該項目の濃度の低い水源を求めたり、浄水処理工程（設

備）を設けて分解•除去等を行ったりする必要があると考え

られる項目（基準項目から外すことにより、濃度の低減化

が行われなくなるおそれがあるため） 

ヒ素及びその化合物、亜硝酸態窒素、

硝酸態窒素及び亜硝酸態窒素、トリク

ロロエチレン、テトラクロロエチレ

ン、マンガン及びその化合物、ジェオ

スミン、2-MIB 

飲料水の水質としての基本的指標と考えられる項目 

ナトリウム及びその化合物、塩化物イ

オン、カルシウム、マグネシウム等（硬

度）、蒸発残留物、有機物（全有機炭

素（TOC）の量） 

検出状況よりは指標性の観点から議論すべき項目 一般細菌、大腸菌 

浄水処理に広く利用される次亜塩素酸の管理指標 塩素酸 

浄水処理に広く利用される PAC の管理指標 アルミニウム及びその化合物 

※平成 26 年２月 28 日厚生労働省令第 15 号により、亜硝酸態窒素を水質基準項目に追加。 
 

表 7 水質管理目標設定項目に据え置くべき対象物質の考え方 
据え置くべきとする理由 項目名 

評価値が暫定の項目 ウラン等 3 項目 

水道水質基準を補完する項目 pH 値、アルミニウム、 
残留塩素等 9 項目 

より望ましい水の目標値である項目（水質基準とはしない） 遊離炭酸、腐食性（ランゲリア指数） 

検出状況よりは指標性の観点から議論すべき項目 従属栄養細菌 

 
 

表 8 水質基準項目に据え置くべきか確認すべき物質の考え方 
基準項目として据え置くことも考えられる理由 項目名 

水質に係る代表的な汚染物質として社会的関心が高い カドミウム及びその化合物、六価クロ

ム化合物 

原水においてトリハロメタン生成能は広く存在し、水質基

準項目から除外した場合、生成量の低減管理が行われなく

なるおそれがある 

クロロホルム、ジブロモクロロメタ

ン、総トリハロメタン、ブロモジクロ

ロメタン、ブロモホルム 

オゾン処理の副生成物、浄水処理に広く利用される次亜塩

素酸ナトリウムにも含まれる 臭素酸 
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表 9 水質基準項目及び水質管理目標設定項目の分類の見直しの検討対象とする項目 
見直し対象とする項目 項目名 

水質基準項目 

セレン及びその化合物 
四塩化炭素 
シス及びトランス-ジクロロエチレン 
ベンゼン 
ジクロロ酢酸 
ホルムアルデヒド 
陰イオン界面活性剤 

ホウ素及びその化合物 
1,4-ジオキサン 
ジクロロメタン 
クロロ酢酸 
トリクロロ酢酸 
亜鉛及びその化合物 
非イオン界面活性剤 

水質管理目標設定項目 

アンチモン及びその化合物 
1,2-ジクロロエタン 
トルエン 
亜塩素酸 
農薬類 
メチル-t-ブチルエーテル 

ニッケル及びその化合物 
フタル酸ジ（2-エチルヘキシル） 
二酸化塩素 
1,1,1-トリクロロエタン 
1,1-ジクロロエチレン 

※ 平成 22 年２月 17 日健水発 0217 第１号により、1,1,2-トリクロロエタンを水質管理目標設定項目

から削除。 
平成 26 年３月 31 日健水発 0331 第６号により、亜硝酸態窒素を水質管理目標設定項目から削除。 
 

（3）定期見直しにおける水質基準等の分類方法 
水質基準項目及び水質管理目標設定項目の分類の考え方は、基本的には平成 15 年答申

のもの（表 10）を踏襲するべきであるが、複数年度における検出状況の判断や、検出率

の取扱いについて運用の明確化を行う必要がある。 
 

表 10 過去の審議会答申における水質基準等の分類の考え方 

 水質基準項目 水質管理目標設定項目 
／監視項目 

平成 15 年 
答申 

・ 浄水において、評価値の 1/10 を超えて

検出され、又は検出されるおそれの高

い項目（特異値によるものを除く。評

価値が暫定であるものを除く。） 

・ 水道法第 4条の例示項目 

・ 場合によっては、浄水において評価値

の 1/10 を超えて検出される可能性の

ある項目 

・ 水質基準項目の分類要件に該当するも

ののうち、評価値が暫定であるもの 

平成 4 年 
答申 

・ 最大値が評価値の 50%を超えているこ

と（特異値と考えられる場合は除く） 

・ かつ、評価値の 10%を超えるものの検

出率が数% 

・ 最大値が評価値の数%以上（特異値と考

えられる場合は除く） 

・ かつ、評価値の 1%を超えるものの検出

率が数%以上 

※ 農薬については、平成 15 年答申において、①水質基準項目の分類要件に該当する農薬については

個別に水質基準を設定し、②それら以外については総農薬方式により水質管理目標設定項目に位置

づけることとされているところ。 
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表 10 に示した過去の答申の内容を参考にすると、表 11 に示す分類要件に従って水質基

準項目等の分類を行うことが考えられる。 

分類要件１：最近 3 ヶ年継続で評価値の 10%超過地点が 1 地点以上存在 

分類要件２：最近 3 ヶ年継続で評価値の 50%超過地点が 1 地点以上存在 
       又は最近 5 ヶ年の間に評価値超過地点が 1 地点以上存在 

 
表 11 水質基準項目及び水質管理目標設定項目の分類要件 

  
分類要件 1 YES 分類要件 1 NO 

分類要件 2 YES 分類要件 2 NO 

見直し時点で水質 
基準項目 

水質基準項目 水質基準項目 
水質管理目標 
設定項目 

見直し時点で水質 
管理目標設定項目 

水質基準項目 
水質管理目標 

設定項目 

水質管理目標 
設定項目 

 
 

ただし、個々の項目の水質基準項目及び水質管理目標設定項目への分類については、

当該項目の浄水における検出状況に加え、環境汚染状況の推移や生成メカニズム、浄水

処理における除去性等を総合的に評価して判断すべきであり、分類要件のみによってあ

てはめるべきものではない。 
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